
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理
解と共通実践

●学力向上対策評価シート
に示したマイプランの成果
指標を達成した教師80％以
上

・学習状況調査の結果や学力向上
対策評価シートを用いた研修を年
間5回設定し、定期的に相互・自己
評価を行う。

C

・学習状況調査を基にした取組を予定してい
たので、評価できなかった。現在は、タブレット
を利用しながら思考力の向上や基礎的な内容
の習熟に取り組んでいる。今後は、職員によ
る自主研修を実施予定。

B

・校内研と連動した形で職員による教科につ
いての研修を行った。具体的な指導法などを
共有できたことは良かった。佐賀県学習状況
調査及び標準学力調査の結果が思わしくな
かったので、基礎基本の定着はもちろん、活
用力を問われる問題にも対応できる学力を高
める必要がある。 B

・これからも若手職員とベテラン職員と
の連携を十分行い、全職員共通理解・
実践につないでください。
・新学習指導要領により、乳児期から
の教育が学校教育へスムーズに移行
するようにお願いします。
・若手教員の指導力向上については、
中堅教員の自覚と奮起が欠かせない
かと思います。学校全体で若い人を育
てる雰囲気づくりを期待します。
・コロナ禍の影響もあり、例年より保護
者に伝わりにくい部分があったように
思います。

○児童の基礎学力の
向上

○学習した内容について、
市販テストにおける得点率
80％以上を目指す。

・日々の学習指導において、既習
内容の定着状況を把握し、適宜指
導を行うとともに習熟・定着を図る
家庭学習に取り組ませる。

A

・前期分までの市販テストの正答率が学校全
体で83％であった。
・今後は更なる基礎学力の定着、成績下位層
の底上げを目指し、指導方法を工夫していく。

B

・今年度分の市販テストの正答率が学校全体
で83％であった。
・今後も既習内容の繰り返し学習に取り組ま
せていき、基礎学力の定着、更に高い正答率
を目指していく必要がある。 B

・学力状況調査の結果が県を下回って
いたようですので、基本的な「書く活
動」の充実により、基礎学力の向上に
つながればと思います。
・一年間、地域の人が参加しなかった
「花まるタイム」について、成果や課題
を整理し、次年度につなげる作業が必
要であったと思います。

●心の教育

●児童生徒が、自他の
生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育
活動

○家族・友達・先生・地域の
方々より先にあいさつを実
践している児童を80％以上
にする。
○道徳科の授業実施１０
０％。
○人権・同和教育に関する
全学級での授業実践およ
び人権集会の実施。
○縦割り班活動の実施年７
回。

・元気よく挨拶をしている児童を称
賛したり、「ごほうびシール」や「あ
いさつの木」を活用したりして、あ
いさつに対する意欲を高める。
・あいさつ運動の参加者や自主的
にあいさつを行っている児童を、放
送等を通じて称賛し、他の児童の
自発性を高める。
・実践力を高めるために、「相手の
目を見る」「一旦立ち止まる」など、
場に応じたあいさつのし方を具体
的に示す。
・毎週の授業実践と授業参観（ふ
れあい道徳）の実施。
・人権教育の授業実践と人権集会
実施。
・縦割り班活動の実施（朝の時
間）。

B

・ごほうびシールが意欲付けとなり、進んで挨
拶をする児童が少しずつ増えてきている。
・給食時間中の放送で、あいさつ運動に参加
している児童や、元気よく挨拶をしている児童
を全校に紹介した。
・あいさつをされても黙って通り過ぎる児童も
見られる。今年度から実施している「あいさつ
の木」などの取り組みを通じて、今後もあいさ
つに対する意識向上を図る必要がある。
・道徳科の授業は計画通り実践できている。
・ふれあい道徳（人権教育を含む）と人権集会
は２学期に実施予定である。
・縦割り活動は三密に気を付けながら実施で
きている

A

・少しずつ自分から、笑顔で挨拶ができる児童
が増えてきた。

・年間計画に沿った授業実践とリモート授業参
観等でふれあい道徳も計画通り実施できた。
・人権・同和教育の視点に立った授業実践と
ユニバーサルデザインをテーマにした人権集
会を３密、換気等に気を付けながら行うことが
できた。
・縦割り班活動は、同じチームで次年度も活動
するので、より交流が深まっていくと思われ
る。

B

・一人一人の子どもの家庭環境にも目
を向けていただき、気になることは笑顔
コーディネーター等につなぎ、安定した
環境で心が育つように支援をお願いし
ます。
・大変すばらしい取り組みとご努力に
感謝します。

●いじめの早期発見、
早期対応体制の充実

○週に１回、気になる児童
について職員間で情報交換
する機会を設ける。
○月に１度生活アンケート
を実施し、児童の心の健康
状態を把握する。

・情報モラル教室の振り返りを掲示
し、いじめをしない気持ちを内発的
に高める。
・SCの職員研修を年に１度行い、
いじめの早期発見や学級の雰囲
気づくりに努める。 B

・職員間で問題を共有し、解決しようとする雰
囲気がある。
・いじめアンケートがあることで、早期発見でき
た事例もある。教育相談の期間をもう少し増
やすことができればよい。
・スクールカウンセラーの活用状況も良く、昨
年度に比べて新規の児童も多い。

A

・教育相談の回数を増やしたり、SSWや児童
相談所など、学校外の機関ともケース会議や
担任と面談をしたりして、いじめ防止に努める
ことができた。
・高学年でSNSのトラブルが2件あった。保護
者を含めて、啓発（情報モラル教室など）が必
要だと感じた。

A

・子どもの様子を見たり、アンケートを
実施して、いじめの芽に早く気づき、早
期対応できるようお願いします。
・大変すばらしい取り組みとご努力に
感謝します。

●健康・体つく
り

●「望ましい食習慣と食
の自己管理能力の育
成」

●「健康に食事は大切であ
る」と考える児童96％以上
○朝食をとって登校する児
童90％以上

・食生活調査を実施する。
・早寝早起き朝ごはんの励行につ
いて、保健委員会の活動などを活
用し、各学級で指導する。
・食習慣や生活習慣について、掲
示物やお便りを活用し、啓発する。 B

・食生活調査を6月に実施し、その結果、「健
康に食事が大切である」と考える児童は
98％、朝食を毎日食べる児童が92％であっ
た。
・委員会活動や給食時間などを活用し、食習
慣や生活習慣についての指導を行った。ま
た、掲示物やお便りを活用し、啓発した。

B

・食生活調査を６月に実施した。
・「健康に食事は大切」であると考える児童は
98％であり、前年度に比べて増加した。
・朝食をとって登校する児童は92％であった。
・委員会活動や給食時間などを活用し、食習
慣や生活習慣についての指導を行った。ま
た、掲示物やお便りを活用し、啓発した。

B

・食生活は一生の健康につながるの
で、考えて食べる習慣がつくことで、豊
かな人生になるよう今後も育成をお願
いします。

●業務改善・
教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と
時間外勤務時間の削
減

●教育委員会規則に掲げ
る時間外在校等時間の上
限を遵守する。

・定時退勤日の設定。
・学校閉庁日の設定。
・職員に退勤時間を意識した業務
遂行を意識させる。

B

・定時退勤日の設定、職員への周知はでき
た。行事前など時期によって定時退勤がなか
なかできていない。
・長期休業中の会議や研修日の日程を見直し
たことで、休暇取得を推進することができた。
・昨年度に比べ、全体的に時間外勤務時間は
減少傾向にある。今後も退勤時間を意識した
働き方を職員に意識させることが必要である。

B

・時間外勤務時間は減少傾向にある。時間外
勤務時間が多い時間が多い職員が固定化し
つつあるので、業務の平準化、業務の効率化
をさらに進める必要がある。
・感染症対策の中で多くの行事が規模縮小、
中止となった。業務改善、働き方改革を推進し
ていくうえで業務の見直しをしていく必要があ
る。

B

・時間外勤務が長い職員が固定化しな
いように、業務の見直しや相談体制を
整えていただきたいと思います。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○個に応じた
教育の推進

○特別支援教育の推
進

○特別支援教育のねらい
や意義，本校での方針や取
組について認識している保
護者を90％以上にする。

・校内委員会や特別支援教育に関
する研修会を実施することで教職
員の資質向上を図る。
・「特別支援教育だより」を発行し，
保護者への啓発を行う。
・巡回相談，通級教室，専門機関
等に関する情報を保護者へ紹介
し，利用を進めるとともに，スクー
ルカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカー及び養護教諭，教育相
談担当者と連携しながら特別支援
教育の効果や必要性を啓発してい
く。

B

・校内委員会を7月に実施した。特別支援教育
に関する研修会は11月に実施する予定。
・全保護者に向けて特別支援教育だよりを6月
に発効した。
・個人懇談等の機会を利用して，通級教室や
専門機関についての情報を保護者に紹介し
た。スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカー及び養護教諭，教育相談担当者と
の連携は取れている。巡回相談は10月以降
実施予定。

B

・特別支援教育に関する講師招聘の研修会を
１月に実施し，教職員の資質向上を図った。
・1月の新入学児保護者会で特別支援教育に
ついて説明を行い，保護者への啓発を図っ
た。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャル
ワーカー及び養護教諭，教育相談担当者との
連携を取りながら，個に応じた支援を進めた。
・1月に巡回相談を行い，生活や学習に困難を
抱えた児童について適切な指導につながる助
言を受けた。

B

・教職員の資質向上や、保護者対応も
されているようなので、今後も継続をお
願いします。

○郷土愛を育
む教育の推進

◎自分が生まれ育った
地域に誇りを持ち、自
分の目標に向けて努力
しようとする気持ちを育
む教育活動の推進

◎地域に愛着を持っている
と回答する児童を80％以
上.

・校内研究において地域とのつな
がりを重視したカリキュラム・マネ
ジメントの促進を図る。
・総合的な学習の時間や生活科の
時間に、地域の人、もの、ことを学
び、地域のよさを味わえるような活
動を仕組む。
・児童へのアンケート実施。

A

・総合的な学習の時間と生活科の年間指導計
画及び単元計画を作成し，感染症防止と児童
の実態に応じて，組織的で柔軟に実施ができ
ている。
・校内研修会において，総合的な学習の時間
の事例研究会を実施し，目標や指導内容につ
いて共通理解を図ると共に，カリキュラムの実
施と改善のサイクルを円滑に実践できてい
る。
・地域の方を紹介する掲示板の作成を行い，
地域へのj関心を高め，地域のよさに気づかせ
感謝の気持ちを醸成する。
・児童に対するアンケート調査を行い，児童の
自己評価を基に指導の充実を図ることに生か
している。

A

・総合的な学習の時間や生活科を核にして研
究をすすめてきたことで、地域のひと・もの・こ
とに対しする関心を高めることができた。ま
た、地域のよさや地域の人のよさに気づか
せ、地域への愛着や貢献度も向上させること
ができた。
・総合的な学習の時間の年間指導計画を作成
したことで、授業以外の日常指導においても
身に付けさせたい力を意識して指導すること
ができた。
・児童の意識調査の結果では、９５％の児童
が北方町のことを好きだと回答している。

A

・今年度はコロナで地域の行事等、中
止が多く残念でしたが、「北方町が好
き」と答えた子供が95%いたのは嬉しい
です。
・ここ数年で、生活科や総合的な学習
の時間が充実していると思います。あ
りがとうございました。
武雄市においては、郷土を大切にする
気持ちが子どもたちの中で十分育まれ
ていると感じます。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

２　学校教育目標

中間評価 最終評価 学校関係者評価

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 武雄市立北方小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組

具体的取組

・指導力の向上では、教職員の自己評価平均3.0に対し、児童は3.8であった。年度初めに授業の流し方、「めあて」と「まとめ」を必ず入れることを全職員で共通理解、実践したことが児童の高評価につながったと考えられる。

・授業におけるICT機器の積極的な活用は教職員の評価は2年前の3.6から3.2に下がっている。一方、保護者の評価は3.4、児童の評価は3.7である。教職員は電子黒板を活用した授業はほぼ毎日（特に国語、算数）実施しているが、タブレットを活用した授業がまだまだと感じている教職員が多いからだと思われる。児童にとっ

ては、電子黒板などICT機器の活用した授業が多く行われ、わかりやすいと感じているからだと思われる。

・本校では水難避難訓練をはじめ、火災・地震対策避難訓練、不審者対策避難訓練を行ってきた。昨年の大雨災害により北方町が大きな被害を受けたこともあり、命を守るための安全意識が児童、保護者ともに高まり、学校の安全指導に対する理解が高まったことがわかる。

「次年度の取組」

・今後はICT機器の積極的な活用だけでなく、児童への情報モラル教育が不可欠である。また、PTAの会合で情報モラルについて保護者への啓発活動を行っていく。

・働き方改革を実現する上で、業務、行事の在り方の見直しの必要がある。また効率的に、より生産性を高める働き方を探る必要がある。

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上について、市販テストでは正答率が83％であったが、学習状況調査の結果を見ると県平均を下回っているところが多い。授業力を高める校内研修を今後も実施し、学力向上に向けて、全校で共通理解、共通実践していく必要がある。
・感染症対策で多くの行事が、規模縮小、中止になったこともあり、職員全体の時間外勤務時間は減少にある。この機会に、行事、業務の在り方、内容を見直し、効率を高めていくことが大事である。
・地域の協力を得ながら、地域に根差した総合的な学習や生活科の実践に取り組んできた。児童の郷土に対する愛着も高まってきている。今後も地域の方との連携を大切にしながら、学校教育目標にある「ふるさとを愛する児童の育成」に取り組んでいく。
・いじめ、不登校、情報モラル、教育相談、特別支援教育など、今後も時代の変化に対応しながら教育活動に取り組んでいく。

令和２年度学校評価

〇質の高い教育活動の推進　・学び合い高め合う教師集団「チーム北方小」の育成　　・学力向上のための取組の推進

〇地域と共に伸び行く学校づくりの推進　・北方町が大好きな子どもの育成　・地域との連携　・幼保小・小中連携

かしこく　やさしく　たくましく　ふるさとを愛する児童の育成

３　本年度の重点目標

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組

具体的取組


